
■
最
近
の
人
事
制
度
改
革
に
見
る
中
堅
・
中
小
企
業
へ
の
ヒ
ン
ト

近
年
、
多
く
の
企
業
で
人
事
制
度
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
背
景
に
は
、
人
材

不
足
や
若
手
社
員
の
価
値
観
変
化
、
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ
へ
の
対
応
、
管
理
職
不
足
、

専
門
人
材
の
確
保
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。

特
に
最
近
の
人
事
制
度
改
革
事
例
を
見
て
い
る
と
、
単
な
る
制
度
変
更
で
は

な
く
、
「
会
社
を
こ
れ
か
ら
ど
う
変
え
て
い
く
か
」
と
い
う
経
営
戦
略
と
連
動
し

て
進
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

実
際
、
大
手
企
業
で
は
、
等
級
制
度
・
評
価
制
度
・
報
酬
制
度
・
教
育
制
度
を

一
体
で
見
直
し
、
「
自
律
型
人
材
の
育
成
」
「
専
門
人
材
の
強
化
」
「
役
割
と

処
遇
の
一
致
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
企
業
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
中
堅
・
中
小
企
業
へ
導
入
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
制
度
改
革
の
「
考
え
方
」
に
は
、
今
後
の
中
堅
・
中
小

企
業
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
ヒ
ン
ト
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
の
人
事
制
度
改
革
に
共
通
す
る
「
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を

整
理
し
て
解
説
し
ま
す
。

■
キ
ー
ワ
ー
ド
１

「
年
功
」
か
ら
「
役
割
・
成
果
」
へ

    

最
近
の
制
度
改
革
で
最
も
大
き
な
流
れ
は
、
「
年
齢
」
「
勤
続
年
数
」
中
心
の

制
度
か
ら
、
「
ど
ん
な
役
割
を
担
い
、
ど
の
成
果
を
出
し
た
か
」
を
重
視
す
る

方
向
へ
の
転
換
で
す
。

従
来
は
、
「
長
く
勤
め
れ
ば
昇
格
・
昇
給
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で

し
た
。
し
か
し
、
事
業
環
境
の
変
化
が
激
し
く
な
る
中
で
、
年
功
的
な
運
用
だ
け

で
は
組
織
が
機
能
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
多
く
の
企
業
で
役
割
等
級

制
度
や
職
務
等
級
制
度
が
導
入
さ
れ
、
役
割
や
責
任
に
応
じ
て
処
遇
を
決
定
す
る

流
れ
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
「
肩
書
」
で
は
な
く
、
「
今
ど
ん
な
役
割
を
期
待
す
る
の
か
」

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

■
キ
ー
ワ
ー
ド
２ 

「
管
理
職
だ
け
」
が
キ
ャ
リ
ア
で
は
な
く
な
る

最
近
は
、
専
門
職
制
度
を
導
入
す
る
企
業
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
、
「
管
理
職
に
な
り
た
く
な
い
若
手
社
員
の
増
加
」
「
専
門
人
材
の

重
要
性
向
上
」
「
多
様
な
働
き
方
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
「
昇
進
＝
管
理
職
」
が
当
た
り
前
で
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、

営
業
・
技
術
・
設
計
・
Ｄ
Ｘ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
会
社
へ

貢
献
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
人
を
管
理
す
る
」
こ
と
だ
け
が
価
値
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

中
堅
・
中
小
企
業
で
も
、
例
え
ば
「
ト
ッ
プ
営
業
」
「
熟
練
技
術
者
」
「
設
計
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
な
ど
、
管
理
職
以
外
で
会
社
へ
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
人
材
は

多
く
存
在
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
専
門
人
材
を
ど
う
評
価
し
、
ど
う
処
遇

し
て
い
く
か
が
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。

■
キ
ー
ワ
ー
ド
３ 

「
評
価
」
は
査
定
で
は
な
く
「
成
長
支
援
」
へ

最
近
の
制
度
改
革
で
特
に
増
え
て
い
る
の
が
「
行
動
評
価
」
「
キ
ャ
リ
ア
面
談
」

「
挑
戦
評
価
」
の
強
化
で
す
。
つ
ま
り
企
業
は
、
「
結
果
だ
け
」
で
は
な
く
、

「
成
長
プ
ロ
セ
ス
」
を
重
視
し
始
め
て
い
ま
す
。

特
に
中
堅
・
中
小
企
業
で
は
、
「
完
成
さ
れ
た
人
材
」
を
採
用
す
る
こ
と
が

難
し
い
時
代
で
す
。
そ
の
た
め
、
「
採
る
」
よ
り
「
育
て
る
」
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
①
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
環
境

➁ 

上
司
と
の
定
期

的
な
対
話

 

③
成
長
課
題
の
共
有

 

④
行
動
面
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

な
ど
を

通
じ
て
社
員
の
成
長
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

評
価
制
度
も
、
「
点
数
を
付
け
る
制
度
」
で
は
な
く
、
「
成
長
を
促
す
制
度
」

へ
と
変
わ
り
始
め
て
い
る
の
で
す
。

■ 

キ
ー
ワ
ー
ド
４

「
報
酬
」
は
生
活
給
か
ら
「
納
得
感
」
へ

最
近
は
、
初
任
給
引
き
上
げ
や
若
手
賃
金
改
善
、
役
割
連
動
型
報
酬
な
ど
を

進
め
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
単
に
給
与
を
上
げ
れ
ば
良
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
員
が
本
当
に
見
て
い
る
の
は
、
「
な
ぜ
こ
の
金
額
な
の

か
」
、
「
ど
う
す
れ
ば
上
が
る
の
か
」
と
い
う
納
得
感
で
す
。

そ
の
た
め
、
最
近
の
制
度
で
は
、
①
評
価
基
準

 

➁
昇
給
ル
ー
ル 

③
役
割

期
待 

④
賞
与
の
考
え
方
を
明
確
に
説
明
す
る
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

報
酬
は
単
な
る
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
「
会
社
が
何
を
大
切
に
し
て
い
る
か
」
を

示
す
経
営
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
す
。

■
キ
ー
ワ
ー
ド
５

「
制
度
運
用
」
が
最
も
重
要
に
な
る

実
は
、
多
く
の
企
業
が
苦
労
し
て
い
る
の
は
、
「
制
度
を
作
る
こ
と
」
で
は

な
く
、
「
運
用
す
る
こ
と
」
で
す
。
ど
れ
だ
け
立
派
な
制
度
を
作
っ
て
も
、
評
価

基
準
が
バ
ラ
バ
ラ
、
面
談
が
形
骸
化
、
上
司
が
説
明
で
き
な
い
制
度
を
社
員
が

理
解
し
て
い
な
い
で
は
、
制
度
は
機
能
し
ま
せ
ん
。
中
堅
・
中
小
企
業
に
お
い
て

も
、
「
制
度
を
作
っ
て
終
わ
り
」
で
は
な
く
、
「
現
場
で
ど
う
使
う
か
」
を
重
視

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

人
事
制
度
と
は
、
会
社
の
未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
の
仕
組
み
で
す
。
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人
事
制
度
の
お
悩
み
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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